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会 長 挨 拶
会長　菅沼宏比古

　皆さまこんにちは！
　先週は、新会員の皆さまに
は、新会員研修会を受講して
いただき、その後は歓迎懇親
会ということで、多くの皆さ
まにご出席していただきありがとうござい
ました。このコロナ禍のなか、アルコール
を出しての懇親会ができるかどうか悩んで
いましたが、佐世保市のコロナ感染レベル
が1まで下がり、やっと開催できました。
　また、今回の例会から、短縮例会ではなく、
通常の開催とし、新会員の中村真弥さんに
卓話をいただきます。
　本日は、三重への出張の帰りに、そのま
まこの例会に出席させていただきました。
出張先ではせっかくの機会なので、足を延
ばして伊勢神宮の参拝にも行ってまいりま
した。心が洗われるような場所で、癒され
るような思いをいたしました。日頃の行な
いをすこしでも清めようとお祓いをしてい
ただき、会員の皆様のご健康を合わせて祈
願してきました。
　今夜は、佐世保地区のロータリー8クラブ
の会長幹事会が予定されており、休む間も
ありませんが、頑張って役目を果たしてい
きたいと思っております。

例 会 記 録
◯ロータリーソング「我等の生業」

幹 事 報 告
幹事　廣瀬　章博

1．第2740地区ガバナー	 塚㟢　　寛 さん
　公共イメージ地区委員長	原田　　徹 さん
　�11月14日RI2740地区の公共イメージセミ
ナーへの参加お礼
　�公共イメージセミナーの資料をホームペ
ージにアップしております。

2．2021-2022年度 地区大会実行委員長
	 植松　俊徳 さん
　地区大会について各ご依頼
　①名札　②受付　③選挙人
　④大会YouTube配信
　　https://youtu.be/kn8B0qDKHNk
　⑤コロナ対策　⑥その他

3．�公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会
　★ハイライトよねやま260号★
　2021年11月12日発行

《本　　日》会員数 76 名（出席免除会員 27 名）・出席 45 名・欠席 31 名・ビジター 0 名・出席率 59.21 ％

《10月27日》会員数 74 名（出席免除会員 27 名）・出席 52 名・欠席 22 名・メークアップ 2 名・修正出席率 72.97 ％
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委員会報告
■公共イメージ委員会	 委員長　安福　竜介
　�皆さん、こんにちは。
　公共イメージ委員会委員
長、安福です。
　去る、11月14日㈰13時より
第2740地区の公共イメージセ
ミナーがオンラインで開催され参加してま
いりました。
　山下皓三第3地域ロータリー公共イメージ
コーディネーターによる基調講演や、原田
徹公共イメージ地区委員長による今年度の
委員会活動方針の説明をいただきました。
　その中でも、第2660地区の公共イメージ
向上委員会が昨年度行われました大阪府北
部地域でのロータリーの認知度調査の結果
は衝撃的で、60代以上男性でこそ80％超が
ロータリーを知っていましたが、20代では
30％程度、トータルでも56.8％でした。ち
なみにここで言う認知度とは「ロータリー
クラブの現会員、会員だった」、「活動内容
や理念をある程度知っている」〜「名前だ
けは知っている」までを含めた数字で、実
際は前者が10％程度、後者が50％程度です。
　また、ロータリーマークを知っている人
は19.8％で、ロータリーのイメージも年寄
りや金持ち、会社役員の集まりといったも
ので、ポリオ根絶の活動を行っている事を
知っている人は2.6％しかなかったそうで
す。
　また、同じ調査でのライオンズクラブの
認知度は73.7％で15ポイント以上離されて
おり、いかにロータリーが広報ベタかが浮
き彫りとなった調査結果ではなかろうかと
思います。
　また、今後の公共イメージ向上への課題
としては My Rotary への登録や利用推進、
ロータリーショーケースとブランドリソー
スセンターの活用、そして一貫したメッセ
ージやビジュアルアイデンティティを維持
し、「世界を変える行動人」キャンペーンを
理解しロータリーのストーリー（目的やや

りたい事）を伝え、地域の人へロータリー
に対する認識と理解を向上させていきます。
　また、世代間の認識ギャップの解消策と
してSNSを利用した若年層へ向けたコミュ
ニケーション手法の開発や、興味を持つコ
ンテンツの開発が必要となってきます。
　とはいえ先ずは皆様にも身近な広報の実
践という事で、
①�会社の待合・休憩スペース、応接室等に「ロ
ータリーの友」やロータリー関連書籍を
置いていただく。
②�例会以外でもロータリーバッジを可能な
限り付けていただく。
というロータリアンなら誰でもいつでも始
められ、かつ費用もかからない広報活動を
始めていただきますよう、ご協力をお願い
いたします。

ロータリー３分間情報
	 小石原健二
　DEI（Diversity、Equity、
Inclusion）ロータリーのコミ
ットメント
　本日の文献情報提供はロー
タリーの友10月号、P24, 25
記載の「ロータリーコミットメント」につ
いてです。みなさまはD&Iという言葉を聞
いたことがあるでしょうか。Diversity（多様
性）＆Inclusion（包摂的）の略ですが、ロー
タリーではD&Iに加えEquity（公平性）も加
えてDEIとしてロータリーコミットメント
を発表しています。性別・年齢・国籍等に
よらないDEIの理念は広く世の中に浸透し
ていると思います。
　当社においてもD＆I推進は経営方針のひ
とつであり積極推進しています。そのなか
での一つの取り組みがジェンダーギャップ
の解消です。当社の役員を含めた女性リー
ダークラス（管理職）は2021年度9.5%（308
人）で、2030年度に30%を達成する目標を
掲げています。一人ひとりが「なりたい姿」
に向けて自ら一歩を踏み出し、「働きがい」
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を実感しながら成長し続けること、そのた
めの環境や風土を醸成していくことが大切
と考えます。
　また、みなさまは「アンコンシャスバイ
アス」や「インポスターシンドローム」と
いう言葉をご存じでしょうか。「アンコンシ
ャスバイアス」は「無意識の思い込み」で
あり、「インポスターシンドローム」は「自
分を過小評価すること」の意味があります。
「なりたい姿」の実現に向けて「私には〇〇
の仕事はできない…」や「自分にそのよう
な力はない」と謙遜し自ら活躍できるフィ
ールドを狭めている方も少なくありません。
私自身も部下に「一歩前に出る勇気」を与
え「なりたい姿」の実現に向けて後押しを
しています。
　最後に、ロータリーの友に記載されてい
た内容で共感できる文章がありましたので
一部抜粋して共有します。
　「私たちは皆、尊厳と尊重をもって扱われ、
発言する機会、また、ロータリーで成功を
築き、リーダーシップを発揮する機会を持
つ権利があります。ロータリーが多様性の
あるインクルーシブな団体となることで行
動人が互いにつながり、変化をもたらすた
めの卓越した存在であり続けられると、多
くの会員が考えています」。
　私自身も佐世保RCでの活動を通じ、諸先
輩方と懇親を深めさせていただくことで、
サラリーマン目線ではなく経営者目線での
話をたくさんお伺いし貴重な経験をさせて
いただきました。改めてロータリーコミッ
トメントのDEIの大切さ、素晴らしさを感
じることができましたので、この場を通じ
てお伝え申し上げます。
（ロータリーの友　10月号　P24, 25より）

慶　　　祝
出席・例会委員会　大塚　隆夫

○永年会員表彰
　佐々木秀也 さん（48年）
　安部　直樹 さん（43年）

○出席100％表彰
　西田　勝彦 さん（ 6回）

ニコニコボックス
親睦活動委員会　鈴木　清輝

菅沼宏比古 会長、廣瀬　章博 幹事
谷川　辰巳 副幹事、橘髙　克和 さん
長野　哲也 さん、中島　　顕 さん
草津　栄良 さん、筒井　和彦 さん
西田　勝彦 さん、福田　金治 さん
松本　祐明 さん、中村　徳裕 さん
大神　吉史 さん、船越　　温 さん
永瀬　徳豊 さん、鈴木　清輝 さん
坂根　　毅 さん、安部　雅隆 さん
岩崎　正俊 さん、庭木　香充 さん
大塚　隆夫 さん、船場　昭裕 さん
木村　公康 さん、髙田　俊夫 さん
増本　一也 さん、納所　佳民 さん
安福　竜介 さん、福田　金吾 さん
米倉洋一郎 さん
　中村真弥さんの卓話に期待してニコニコ
いたします。

安部　直樹 さん
　永年会員表彰、ありがとうございました。
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西田　勝彦 さん
　出席100％表彰、ありがとうございました。

米倉洋一郎 さん
　朗遊会にて優勝しましたので、ニコニコ
します。当日一緒にラウンドしていただい
た、松尾貴さん、吉田英樹さん、楽しくプ
レーが出来ました。

大久保利博 さん、池田　真秀 さん
　朗遊会にて入賞しましたので、ニコニコ
します。

◇
ニコニコボックス	 本日合計	 45,000円
	 累　　計	 204,500円

卓　　　話
「脱炭素社会の実現に向けた取り組み」

新会員　中村　真弥
（㈱九電工 佐世保営業所 所長）

　令和2年10月、菅総理が2050
年カーボンニュートラルを宣
言された際、「国と地方で検討
を行う新たな場」として、「国・
地方脱炭素実現会議」が開催
されております。
　対策・施策の全体像として、2030年まで
に脱炭素を実現する先行地域を100か所以
上創出。併せて、全国で重点対策を実施し、
2050年脱炭素実現に貢献するとされていま
す。
具体策①　�地域の実施体制構築と国の積極

支援のメカニズム
　�地域において、行政・金融機関・中核企
業等が主体的に参画した体制を構築し、
脱炭素と地域課題を同時解決する事業や
政策を実施していく。
　�国の地方支分部局が水平連携して、各地
域の課題・ニーズを丁寧に吸い上げ、地

域が実施する政策・事業を人材・技術情報・
資金を含めて積極的に支援をしていく。
具体策②　�「見える化」によるライフスタイ

ルイノベーション
　�国民の皆様が脱炭素行動に動き出してい
ただくため、①「見える化」やナッジ（そ
っと後押し）による日常化、②ポイント
等のメリットづくり、③身近なアンバサ
ダーの率先行動により、ライフイノベー
ションを起こしていく。
　�【CO2削減ポイントやナッジの普及拡大】
…後押ししてきっかけをつくる。
　�◦�企業の発行ポイントについて、脱炭素
な製品やサービスの利用へのポイント
上乗せ。

　�◦�地域のCO2削減ポイント（環境配慮ポ
イントを付け、地域で使える仕組み）

　�◦�ナッジを活用し、日常シーンの中に、
省エネ・公共交通利用・環境配慮の選
択をそっと後押しする。

　�◦�地域再エネを購入する都市住民に対し
て、地域産品を返礼品で送るなどの絆
づくり。

　�【脱炭素アンバサダーの率先行動】…何を
すればいいかを伝える。
　�◦�ゼロカーボンエネルギー、おうち快適、
ゼロカーボン・ドライブ、サステナブ
ルファッション等

　�【CO2排出の見える化】…モノやサービス
の脱炭素度合いを見せる。
　�◦�製品・サービスのCO2排出量の見える
化の環境整備。（参考）食品カロリー表
示。

　�◦�SDGs度合いも見える化。
　�◦�ICタグや電子レシートも活用。
具体策③　�強制的アプローチ（ルールイノ

ベーション）
　�時間がかかり、多様な主体が関わる再エ
ネ開発や住宅建築物インフラの更新など
は、支援措置に加え、制度改革などにより、
実行性を確保する。
　�【地球温暖化対策法改正法案を活用した地
域共生・裨益型再エネ促進】
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クラブ会報委員会 委 員 長：池田　真秀　　　委　員： 長富　正博・中村　真弥
副委員長：松本　祐明　　 　　　　　

（今週の担当：松本　祐明　カメラ担当：中村　真弥）

＊今後の例会予定＊ 
11月24日	 新会員卓話　永瀬　徳豊 さん

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊

12月 4日㈯　歳末助け合い街頭募金
　　11日㈯　佐世保市交通遺児支援街頭募金

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊
未定

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、�
メークアップにもなりますのでご活用ください。
＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認をい
たしますので、事務局までお知らせください。

　�◦�屋根置き太陽光も含む地域の未利用ポ
テンシャルを最大限活かす観点から、
再エネ導入の数値目標やそれを踏まえ
た具体的な促進区域の設定を、環境保
全や円滑な地域合意形成を図りつつ、
国と自治体が連携して積極的に進める。

　�◦�促進区域において、複数の適地をまと
めた事業化、設備機器の共同購入、初
期負担ゼロの屋根置き太陽光など、費
用対効果が高く、経済活性化や防災な
ど地域の課題解決にも資する再エネ事
業を普及させる。

　�【風力発電促進等のための環境アセスメン
トの最適化の検討】
　�◦�風力発電の地域と共生した導入促進の
ため、立地や環境影響などの洋上風力
発電の特徴に適合した環境アセスメン
ト制度について、関係省庁、地方自治体、
事業者等の関係者が連携し、最適なあ
り方を検討するとともに、陸上風力等
についても引き続き効率化に取り組む。

　�【化学調査実施による地域共生型の地熱発
電の開発加速化】
　�【住宅・建築物分野の対策強化に向けた制
度的対応】
　�◦�住宅・建築物の規制的措置を含む省エ
ネ対策の強化に関するロードマップの
検討・査定

　�◦�木材利用促進法を踏まえた建築物への
木材利用の促進

　以上の事を取り組んでいくと説明されて
おります。
　これからは脱炭素経営の取り組みを進め
ることにより、他社と差別化を図ることが
でき、新たな取引先やビジネスチャンスの
獲得に結びつくものになっていくと思いま
す。

田中丸善弥様からのお手紙
　令和3年11月2日、私の兄に当たりま
す、田中丸善衛が満72歳で他界致しま
した。
　急なことでありましたが、通夜、葬
儀に皆様お参りくださり、本当にあり
がとうございました。
　兄は約40年間、佐世保玉屋に勤めさ
せて頂き、多くの皆様とご交誼賜わり、
加えてJC、そしてロータリーでも同様
でした。
　残された家族、田中丸佐代子、長男
善樹（ぜんき）、次男善治（ぜんはる）、
三男善隆（ぜんりゅう）共々今後もご
厚情賜わりますよう、お願い申し上げ
ます。

田中丸善弥


